
第42回
定時株主総会 招集ご通知

開催日時 平成29年６月22日（木曜日）午前10時

開催場所 大阪市西淀川区姫里３丁目９番31号
株式会社コンテック本社 東館１階会議室

証券コード6639

■招集ご通知添付書類
　事業報告
　連結計算書類
　計算書類
　監査報告

■株主総会参考書類
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証券コード 6639
平成29年６月５日

株 主 各 位
大阪市西淀川区姫里３丁目９番31号

代表取締役社長 藤 木 勝 敏
　

第42回定時株主総会招集ご通知
　
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第42回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいますよ
うご通知申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、お手
数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否
をご表示いただき、平成29年６月21日（水曜日）午後５時までに到着するようご返送ください
ますようお願い申しあげます。

敬 具
　

記
　

日 時 平成29年６月22日（木曜日） 午前10時
場 所 大阪市西淀川区姫里３丁目９番31号

株式会社コンテック本社 東館１階会議室
［末尾記載の「会場ご案内図」をご参照ください。］

目的事項 報告事項 １． 第42期（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）事業報告、連結
計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

２． 第42期（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）計算書類報告の件

決議事項 第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役８名選任の件

以 上
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目次
招 集 ご 通 知 … １ 株主総会参考書類
添 付 書 類 第１号議案 剰 余 金 の 処 分 の 件 … 31
事 業 報 告 … ３ 第２号議案 取 締 役 ８ 名 選 任 の 件 … 32
連結計算書類 … 19
計 算 書 類 … 22
監 査 報 告 … 25

　

議決権行使についてのご案内
株主総会にご出席いただける場合
当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くだ
さいますようお願い申しあげます。

株主総会日時 平成29年６月22日（木曜日） 午前10時

株主総会にご出席いただけない場合
同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示のうえ、行使期限までに到着
するようにご返送ください。

行 使 期 限 平成29年６月21日（水曜日） 午後５時到着分まで
　

■ 本招集ご通知の添付書類のうち、連結計算書類の「連結注記表」及び計算書類の「個別注記
表」につきましては、法令及び当社定款第14条の規定に基づき、インターネット上の当社
ウェブサイト（http://www.contec.co.jp/）に掲載しておりますので、本招集ご通知の添
付書類には記載しておりません。なお、本招集ご通知の添付書類に記載しております連結計
算書類及び計算書類は、監査役及び会計監査人が監査した連結計算書類及び計算書類の一部
であります。

　
■ 株主総会参考書類並びに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正をすべき事情が生じた
場合は、インターネット上の当社ウェブサイトにおいて、修正後の事項を掲載させていただ
きます。（http://www.contec.co.jp/）

　
■ 当社事業及び製品をより深くご理解いただくために、株主総会後に、当社事業所をご案内い
たします。ご希望の方は、事前に、連絡先メールアドレス宛にご連絡をお願い申しあげま
す。（連絡先メールアドレス： ir@contec.jp ）
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【添付書類】

事業報告 （平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）

１．企業集団の現況に関する事項
（１）事業の経過及びその成果
当連結会計年度におけるわが国経済は、英国のEU離脱問題及び米国の大統領選挙など、
海外情勢に反応して為替相場や株式市場が大きく変動するなどの影響を受けましたが、企
業の設備投資に持ち直しの動きがみられ、緩やかな回復基調で推移いたしました。
このような状況の中、当社グループの売上高は23,366百万円（前期比2.9％減）となり
ました。利益面につきましては、電子機器製品の販売増、生産効率の向上及び円高に伴う
仕入コストの減少等により、営業利益は1,042百万円（同52.2％増）、経常利益は993百万
円（同48.7％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は722百万円（同22.7％増）となり
ました。

製品別の事業概況
　

電子機器製品

① 産業用コンピュータ製品
日本市場におきましては、半導体製造装置業界向けに産業用コンピュータの販売が
好調に推移いたしました。また、米国市場では、医療機器業界向けの産業用コンピュ
ータの販売が堅調に推移いたしました。その結果、売上高は10,139百万円（前期比
7.9％増）となりました。

　
② 計測制御製品

製造業における設備投資が増加したため、生産設備向けの計測制御用ボードの販売
が堅調に推移し、売上高は3,305百万円（同4.4％増）となりました。

　
③ ネットワーク製品

半導体関連工場向けの無線LAN製品の販売が好調に推移し、売上高は989百万円
（同31.1％増）となりました。
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④ ソリューション製品
IoT関連システムの販売が立ち上がってきたものの、再生可能エネルギーの買取価格
の引下げに伴い太陽光発電計測システムの販売が減少したため、売上高は2,263百万円
（同15.0％減）となりました。
　

EMS（Electronic Manufacturing Service）製品
　

EMS製品（物流システム用制御機器の受託生産）につきましては、株式会社ダイフ
クでの内製化が進んだことに伴い、昨年と比べて売上が大幅に減少し、売上高は6,669
百万円（同17.5％減）となりました。

　

（２）設備投資等の状況
当連結会計年度中の設備投資の総額は337百万円で、その主なものは生産管理システム
の改修、製品開発のための環境試験エリア等のリニューアル及び生産性向上のための工場
設備に対する投資であります。
なお、この所要資金は自己資金で賄っております。

（３）対処すべき課題
会社の経営の基本方針
当社グループでは、平成26年４月に以下の「経営理念」、「コーポレートスローガン」を
制定しております。
　
① 経営理念：独創的な技術と製品を通して社会に貢献する

当社の経営理念は、電子機器メーカーとして、産業用コンピュータ、計測制御、ネ
ットワークの分野で独創的な技術開発を行い、この技術を用いた製品とソリューショ
ンを社会に提供し、貢献していく姿勢を表しています。

　
② コーポレートスローガン：Technology for a better life

「Technology for a better life」は、当社の技術を通じて、人々の暮らしをより
豊かにする企業でありたいとの思いを込めております。
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中長期的な経営戦略
当社は、平成30年３月期を初年度とする中期経営計画を策定しております。以下の３つ
の基本方針のもと、IoT技術で産業界の発展に貢献するリーディングカンパニーを目指し
てまいります。
① IoT市場の開拓

当社は、急速な市場拡大が見込まれるIoT市場に向けて、産業用コンピュータ、計測
制御、ネットワークの分野で培った技術を活かした IoTソリューション
「CONPROSYS」を開発してまいりました。今後も更なる成長が見込まれる新市場の開
拓を目指して、従来の営業・技術体制をソリューション販売に適した体制に改革して
まいります。

　
② グローバル販売の強化

電子機器製品の市場は、欧米・アジア地域の市場規模が大きく、今後の成長を図る
ためにはグローバル販売の強化が不可欠となっております。平成28年４月にはヨーロ
ッパ市場を開拓するためオランダにアムステルダム支店を開設するなど販売体制の強
化を進めてまいりました。今後、米国子会社及び欧州の販売拠点を中心として欧米市
場の拡販を目指すとともに、東南アジアなどへの販売拠点設置を視野に入れながら、
海外売上高比率を現在の30％から50％に拡大してまいります。

　
③ 生産の構造改革

高収益体質を実現するため、IoT技術を活用した生産の効率化など生産体制の構造改
革に取り組んでまいります。また、製品の品質向上のため、グループ全体における品
質管理体制を強化してまいります。

目標とする経営指標
当社は、中期経営計画の最終年度である平成33年３月期に以下の経営指標を達成するこ
とを目標としております。
・連結売上高 30,000百万円
・営業利益率 ８％
・海外売上高比率 50％
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（４）財産及び損益の状況の推移

区 分 平成26年３月期
（第39期）

平成27年３月期
（第40期）

平成28年３月期
（第41期）

平成29年３月期
（第42期）

（当連結会計年度）

売 上 高 21,942百万円 22,519百万円 24,069百万円 23,366百万円

経 常 利 益 554百万円 774百万円 668百万円 993百万円

親会社株主に帰属する当期純利益 727百万円 845百万円 589百万円 722百万円

１株当たり当期純利益 220円42銭 128円07銭 89円26銭 109円95銭

総 資 産 17,701百万円 18,907百万円 19,048百万円 19,818百万円

純 資 産 7,018百万円 8,449百万円 7,777百万円 8,328百万円

１ 株 当 た り 純 資 産 額 2,084円94銭 1,261円54銭 1,178円43銭 1,271円76銭
　

（注）１．１株当たり当期純利益は期中平均株式数により、また、１株当たり純資産額は期末発行済株式総数
から自己株式数を控除した株式数により算出しております。

２．当社は、平成27年１月１日を効力発生日として、１株につき２株の割合で株式分割を実施しており
ます。これに伴い、第40期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益及
び１株当たり純資産額を算定しております。なお、過年度に当該株式分割が行われたと仮定して遡
及修正を行った場合の１株当たり当期純利益及び１株当たり純資産額は以下のとおりです。

区 分 平成26年３月期
（第39期）

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 110円21銭

１ 株 当 た り 純 資 産 額 1,042円47銭
３. 当連結会計年度の１株当たり純資産額の算定において、株式給付信託（ＢＢＴ）が所有する当社株

式を自己株式として処理していることから、期末の普通株式の数から当該株式数を控除しておりま
す。なお、当連結会計年度において信託が所有する期末の普通株式の数は51,100株であります。

４. 当連結会計年度の１株当たり当期純利益の算定において、株式給付信託（ＢＢＴ）が所有する当社
株式を自己株式として処理していることから、期中平均株式数から当該株式数を控除しておりま
す。なお、当連結会計年度において信託が所有する期中平均株式数は27,396株であります。
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（５）重要な親会社及び子会社の状況（平成29年３月31日現在）
① 親会社との関係
会 社 名 資 本 金 当社への

議決権比率 当社との関係

株式会社ダイフク 15,016百万円 60.66％ 当社は当社製品を親会社へ販売しております。

（注） 親会社である株式会社ダイフクに対する当社製品の販売価格については、株式会社ダイフクの仕様のも
のは当社が提示した見積価格を基に価格交渉の上で決定し、その他のものは市場価格を勘案し決定して
おります。また、当社取締役会においても同様の理由で、株式会社ダイフクとの取引が当社グループの
利益を害するものではないと判断しております。
　

② 重要な子会社の状況
　

会 社 名 資 本 金 議決権比率 主要な事業内容

CONTEC DTx INC. 222米ドル 100.00％ 電子機器事業

台 灣 康 泰 克 股 份 有 限 公 司 178百万台湾ドル 100.00％ 電子機器事業

康泰克（上海）信息科技有限公司 14百万中国元 100.00％ 電子機器事業
　

（注） 上記の重要な子会社３社を含む連結子会社の数は５社であります。
　
③ 事業年度末日における特定完全子会社の状況
該当事項はありません。
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（６）主要な事業内容（平成29年３月31日現在）
　

区 分 主 要 製 品

電 子 機 器 製 品 産業用コンピュータ製品 ・産業用パソコン
・ボードパソコン
・セットアップパソコン
・パネルコンピュータ
・フラットパネルディスプレイ
・マイコンボード
・その他産業用パソコン及び関連機器

計測制御製品 ・M2M/IoT製品
・パソコン計測制御用ボード
・省配線リモートI/O機器
・サポートソフトウェア

ネットワーク製品 ・無線LAN機器
・ネットワーク機器
・LAN対応画像配信機器

ソリューション製品 ・再生可能エネルギー
・医療・介護
・エネルギーマネジメント
・デジタルサイネージ

Ｅ Ｍ Ｓ 製 品 ・制御盤、制御モジュール
・ワイヤハーネス
・電子機器の組み立て
・基板実装

　

（注） M2M(Machine to Machine)/IoT(Internet of Things)：様々なモノに通信機能を持たせ、インター
ネットに接続することで各々の機器で生成されたデータをリアルタイムに統合・制御・活用する。
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（７）企業集団の主要拠点等（平成29年３月31日現在）
＜当 社＞

名 称 所 在 地

本 社 ・ 大 阪 支 社 大阪府大阪市西淀川区

東 京 支 社 東京都港区

小 牧 事 業 所 愛知県小牧市
　

＜子会社＞
名 称 所 在 地

CONTEC DTx INC. 米国 フロリダ州

台 灣 康 泰 克 股 份 有 限 公 司 台湾 新北市

康 泰 克 （上 海） 信 息 科 技 有 限 公 司 中国 上海市

　
（８）従業員の状況（平成29年３月31日現在）
① 企業集団の従業員の状況

　

従 業 員 数 前連結会計年度末比増減

553名 12名増
　

（注）１．上記従業員数には、当社グループからグループ外部への出向者を含んでおりません。
２．上記従業員数には、使用人兼務取締役、契約社員及び臨時従業員を含んでおりません。

　
② 当社の従業員の状況

　

従 業 員 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

332名 ５名増 43.8歳 19.8年
　

（注）１．上記従業員数には、当社から他社への出向者を含んでおりません。
２．上記従業員数には、使用人兼務取締役、契約社員及び臨時従業員を含んでおりません。
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（９）主要な借入先の状況（平成29年３月31日現在）
　

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 2,200百万円

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,600百万円

株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 1,270百万円
　

２．会社の株式に関する事項（平成29年３月31日現在）
（１）発行可能株式総数 21,600,000株
（２）発行済株式の総数 6,600,000株（自己株式371株を含む）
（３）株主数 2,591名
（４）上位10名の株主
　

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株式会社ダイフク 4,003,000株 60.66％

コンテック従業員持株会 442,766株 6.71％

山川 政樹 136,700株 2.07％

勝間田 央 63,000株 0.95％

関戸 康友 62,800株 0.95％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 61,000株 0.92％

資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口） 51,100株 0.77％

日本電計株式会社 44,000株 0.67％

株式会社みずほ銀行 40,000株 0.61％

平倉 昭雄 32,600株 0.49％
　

（注）１．持株比率は自己株式（371株）を控除して計算しております。
２．資産管理サービス信託銀行株式会社（信託E口）が保有している株式給付信託（BBT）制度の信託財

産である51,100株については、持株比率の計算上、自己株式に含まれておりません。
　

３．新株予約権等に関する事項
該当事項はありません。
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４．会社役員に関する状況
（１）取締役及び監査役の状況（平成29年３月31日現在）
　

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役社長
社長執行役員 藤 木 勝 敏 経営全般

取 締 役
専務執行役員 藤 井 貢 管理統轄

取 締 役
常務執行役員 中 尾 宏 技術統轄

取 締 役
常務執行役員 島 川 勝 英 生産統轄

取 締 役
常務執行役員 柴 原 正 治 営業統轄

取 締 役 山 田 昌 吾 山田昌吾公認会計士税理士事務所 所長
東洋炭素株式会社 取締役

取 締 役 小 島 哲 郎

監 査 役 石 川 秀 樹 常勤

監 査 役 藤 島 博

監 査 役 髙 島 志 郎

弁護士法人 淀屋橋・山上合同 弁護士
株式会社光陽社 監査役
太洋ヒロセ株式会社 監査役
株式会社トーア紡コーポレーション 監査役
日本包装運輸株式会社 監査役

　

（注）１．取締役 山田昌吾、小島哲郎の両氏は社外取締役であります。
２．監査役 藤島博、髙島志郎の両氏は社外監査役であります。
３．監査役 藤島博氏は、株式会社ダイフク及び当社で９年間監査役を経験するなど、財務及び会計に

関する相当程度の知見を有しております。
４．取締役 山田昌吾、小島哲郎、監査役 髙島志郎の３氏は、東京証券取引所に対し、独立役員として

届出ております。
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（２）責任限定契約の内容の概要
　

氏 名 契 約 の 内 容

山 田 昌 吾 同氏と当社の間で会社法第423条第１項の賠償責任を限定する契約を締結しており、
当契約に基づく賠償の限度額は法令が定める最低責任限度額であります。

小 島 哲 郎 同氏と当社の間で会社法第423条第１項の賠償責任を限定する契約を締結しており、
当契約に基づく賠償の限度額は法令が定める最低責任限度額であります。

藤 島 博 同氏と当社の間で会社法第423条第１項の賠償責任を限定する契約を締結しており、
当契約に基づく賠償の限度額は法令が定める最低責任限度額であります。

髙 島 志 郎 同氏と当社の間で会社法第423条第１項の賠償責任を限定する契約を締結しており、
当契約に基づく賠償の限度額は法令が定める最低責任限度額であります。

　
（３）取締役及び監査役の報酬等の額
　

区 分 支 払 人 員 当 年 度 の 支 払 額

取 締 役 ７ 名 173百万円
（内、社外取締役２名、10百万円）

監 査 役 ３ 名 29百万円
（内、社外監査役２名、10百万円）

計 10 名 203百万円
　

（注）１．取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
２．株主総会の決議による全取締役の報酬等の限度額は、年額280百万円以内であります。
（平成18年６月28日開催の第31回定時株主総会決議）

３．株主総会の決議による全監査役の報酬等の限度額は、年額72百万円以内であります。
（平成18年６月28日開催の第31回定時株主総会決議）
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（４）社外役員に関する事項
① 社外役員の重要な兼職先と当社との関係

　
　

氏 名 兼 職 先 兼職内容 関 係 内 容

山 田 昌 吾
山田昌吾公認会計士税理士事務所 所長 当社と兼職先の山田昌吾公認会計士

税理士事務所及び東洋炭素株式会社
との間に重要な取引その他の関係は
ありません。東洋炭素株式会社 取締役

小 島 哲 郎 該当事項はありません。 － －

藤 島 博 該当事項はありません。 － －

髙 島 志 郎

弁護士法人 淀屋橋・山上合同 弁護士
当社と兼職先の弁護士法人 淀屋
橋・山上合同、株式会社光陽社、
太洋ヒロセ株式会社、株式会社ト
ーア紡コーポレーション及び日本
包装運輸株式会社との間に重要な
取引その他の関係はありません。

株式会社光陽社

監査役
太洋ヒロセ株式会社

株式会社トーア紡コーポレーション

日本包装運輸株式会社

　
② 社外役員の主な活動状況

　
　

氏 名 主 な 活 動 状 況

山 田 昌 吾 当期開催の取締役会18回全てに出席し、主に公認会計士としての専門的見地から議案
審議等に必要な発言を行っております。

小 島 哲 郎 平成28年６月の就任後に開催した取締役会13回全てに出席し、営業分野における豊富
な経験と幅広い見識から議案審議等に必要な発言を行っております。

藤 島 博
当期開催の取締役会18回全て及び監査役会６回全てに出席し、長年にわたる管理部門
の経験から議案審議等に必要な発言や、監査結果についての意見交換、監査に関する重
要事項の協議等を行っております。

髙 島 志 郎
当期開催の取締役会18回全て及び監査役会６回全てに出席し、主に弁護士としての専
門的見地から議案審議等に必要な発言や、監査結果についての意見交換、監査に関する
重要事項の協議等を行っております。
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５．会計監査人の状況
（１）会計監査人の名称

ＰｗＣあらた有限責任監査法人
　
（２）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
　

区 分 支 払 額

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 40百万円

当社及び当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 43百万円
　

（注）１．当社監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況や報酬見積りの算出根拠
などを確認し、検討した結果、会計監査人の報酬等について、会社法第399条第１項の同意を行っ
ております。

２．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査
の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る報
酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

３．当社の重要な子会社のうち海外子会社は、当社の会計監査人以外の公認会計士又は監査法人（外国
におけるこれらの資格を有するものを含む）の監査（会社法又は金融商品取引法若しくはこれらの
法律に相当する外国の法令の規定によるものに限る）を受けております。

　
（３）非監査業務の内容

当社は、会計監査人に対して、公認会計士法第２条第１項の業務以外に「財務報告に係
る内部統制のアドバイザリー業務」を委託し、報酬額２百万円を支払っております。

　
（４）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した
場合は、会計監査人の解任又は不再任を株主総会に提出する議案の内容として決定いたし
ます。
また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める事由に該当すると
認められる場合は、監査役全員の同意に基づき監査役会が、会計監査人を解任いたしま
す。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会におい
て、解任の旨及びその理由を報告いたします。
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６．業務の適正を確保するための体制及びその運用状況
　

当社は、業務の適正を確保するための体制について取締役会において決議し、以下のとおり
の整備状況であります。

　

（１）内部統制システムに関する基本的な考え方
確固たる内部統制システムの運営が、コーポレート・ガバナンスの実効性を高め、ひい
ては企業の信頼性と業務の効率・有効性を高めることを認識し、法令遵守、リスク管理、
資産保全及び財務報告の信頼性確保を図ってまいります。

　

（２）内部統制システムの整備状況
　

① 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため
の体制
当社は、取締役及び使用人が職務を執行するにあたり、遵守すべき基本事項として企業
行動規範を定め、それぞれが率先垂範し、周知徹底を図っております。
当社は、コンプライアンス委員会、輸出管理委員会、情報セキュリティ委員会、開示委
員会、安全衛生委員会、リスク管理委員会を設置することによって、内部統制体制の有効
性を確保いたします。
当社は、内部通報制度を設け、内部及び外部（顧問弁護士事務所）を窓口として、法
令・諸規程等に違反する行為を早期に把握するとともに、当該体制の充実を図っておりま
す。当社は、業務の適正な遂行を図ることを目的として、業務執行部門から独立した内部
監査室を設置し、職務執行に係る監査を実施いたします。

　

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
当社は、法令及び社内規程「文書保存基準」に基づき、取締役の職務の執行に係る文書
等の情報を、保存媒体に応じて適切・確実に、かつ検索・閲覧可能な状態で定められた期
間、保存及び管理いたします。

　

③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
当社は、当社の業務執行に係るリスク及び会社損失の最小化を図ることを目的として

「リスク管理規程」を定めております。本規程に基づき、内部統制統括責任者がリスク管理
を一元的に行い、当社の取締役及び使用人は業務の遂行にあたって、法令、定款及び会社
の定める諸規程等リスク管理に関するルールを遵守いたします。

　

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
当社は、取締役会において会社業務の執行方針を決定し、法令に定める事項、その他重
要事項について決議・承認を行い、また、取締役の業務の執行状況を監督いたします。
経営に関する重要事項の立案調査、検討、決定及び実施結果の把握等を行うことを目的
として、取締役等を構成員とする経営会議を設置し、業務執行上の重要事項の審議並びに
報告を行ってまいります。ITを活用したシステムにより、迅速なデータ化を進め、取締役
会及び経営会議においてその結果をレビューするとともに、効率化等を阻害する要因を排
除し、目標達成の精度を高め、業務の効率化を実現いたします。
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⑤ 当社及び子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制
当社は、当社グループにおける業務の円滑化を図り、グループ各社を育成・強化すると

ともに、相互の利益と発展をもたらすことを目的として「関係会社管理規程」を定め、本
規程に基づき、グループ各社より重要事項の報告及び承認を求め、その業務管理を行いま
す。
当社は、当社グループ全体のリスク管理のためにグループ各社の最高責任者として取締
役又は執行役員が管掌の任にあたり、取締役会にその意思決定及び経営状況を報告させる
ことにより子会社経営の健全性を維持するよう努めてまいります。
当社は、グループ各社の自主性及び独立性を尊重しつつ、当社グループ経営の適正かつ

効率的な運営に資するために、グループ各社への支援を実施し、グループ全体で整合した
年度計画・予算を策定し、毎月開催の取締役会において、担当役員が業務執行状況及び予
算管理状況を報告するなどグループ全体での一体的な運営を図ってまいります。
当社は、内部通報制度をグループ各社の従業員等にも利用可能なものとして運用し、内
部監査等を通じてグループ各社の法令及び定款への適合性を高めるように努めてまいりま
す。

　

⑥ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使
用人に関する事項及び当該使用人の取締役からの独立性に関する事項
当社は、監査役の職務を補助する使用人を設置し、監査役の意見を尊重し、監査役補助
業務の優先順位の向上、当該使用人の独立性を確保いたします。

　

⑦ 取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制、その他の監査役への報告
に関する体制及び監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
取締役は、会社に著しい損害を及ぼす恐れがある事実を発見した時は、直ちに監査役に
これを報告いたします。毎月の取締役会及び経営に関する重要な討議を行う経営会議を通
じて、監査役へ必要な報告を行うとともに、適宜取締役及び重要な使用人から監査役へ当
社グループに関する必要な報告を行うほか、監査役がヒアリングを行う機会を設けてまい
ります。当社の常勤監査役が原則として子会社の監査役を兼任することにより、子会社に
関する情報が適切に当社監査役に報告される仕組みを整備いたします。
当社は、監査役への報告を行った当社グループの役職員に対し、当該報告を行ったこと
を理由として不利益な取扱いをすることを禁止し、その旨を当社グループの役職員に周知
徹底します。
代表取締役社長は監査役と定期的に会合をもち、会社が対処すべき課題、監査役監査の
環境整備の状況、監査上の重要課題等について意見を交換し、監査役の職務執行のために
適切な予算措置を講じてまいります。
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コーポレート・ガバナンス体制の模式図
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⑧ 財務報告の信頼性を確保するための体制
当社は、上記の内部統制システムの構築及び運用において、当社グループ全体の財務報
告の信頼性の確保のため、財務諸表作成のプロセスについて文書化し、評価・改善を行う
取り組みを進めることにより、内部統制体制の更なる充実を図ってまいります。
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（３）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当社は、取締役会において決議された業務の適正を確保するための体制に基づき、当社
グループの内部統制システムを運用しており、当連結会計年度における運用状況の概要は
以下のとおりであります。
当社は、定例取締役会を12回、臨時取締役会を６回開催し、定例報告確認事項のほか、
取締役会規則に定められた重要事項について確認、決定するとともに、取締役の職務執行
状況等のモニタリングを行っております。また、取締役会を補完する機能を持たせ、活発
な意見交換を行うために、取締役、監査役及び執行役員等で構成する経営会議を12回開催
いたしました。
また、当社は内部通報制度をグループ各社の従業員等にも利用可能なものとして運用し、

「関係会社管理規程」に基づき、グループ各社の計画・予算の策定や業務運営状況の報告等
を実施しております。
当社においては、管理担当取締役と内部監査室が内部監査計画を立案し、各部門及び子
会社に対して実地監査及び書面監査を実施しております。監査に当たり関連法規、経営方
針、事業計画、社内諸規程についての適合性を調査し、指摘事項の改善指導を行って、会
社の財産の保全、経営の健全性・効率性の保持に努めております。また、内部監査室が事
務局となって、コンプライアンス委員会、輸出管理委員会、情報セキュリティ委員会、開
示委員会、安全衛生委員会及びリスク管理委員会の各メンバーを集めた内部統制ミーティ
ングを２回開催し、活動状況の報告や意見交換を行っております。
監査役は、監査役会において定めた監査計画に基づき監査を行うとともに、当社代表取
締役社長及び他の取締役、内部監査室、会計監査人との間で意見交換会を実施し、情報交
換等の連携を図っております。また、監査法人や内部監査室との意見交換、内部監査室が
行う財務報告の信頼性に係る内部統制の社内評価に同席する等、実務を通じ経営管理上重
要な情報を確認し、密接な連携を保っております。

　

７．会社の支配に関する基本方針
当社では、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針につ
いては、特に定めておりません。
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連結貸借対照表
（平成29年３月31日現在）

（単位：千円）
　

科 目 金 額 科 目 金 額
（資産の部） （負債の部）

流 動 資 産 14,688,736 流 動 負 債 7,236,052
現 金 及 び 預 金 3,808,617 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 4,062,948
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 5,202,943 短 期 借 入 金 1,252,537
商 品 及 び 製 品 1,756,131 １年内返済予定の長期借入金 460,000
仕 掛 品 1,252,283 リ ー ス 債 務 13,093
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 2,195,135 繰 延 税 金 負 債 6,433
繰 延 税 金 資 産 259,668 未 払 法 人 税 等 186,019
そ の 他 213,980 そ の 他 1,255,020
貸 倒 引 当 金 △24 固 定 負 債 4,254,235

固 定 資 産 5,129,738 長 期 借 入 金 3,410,000
有 形 固 定 資 産 2,412,930 リ ー ス 債 務 514
建 物 及 び 構 築 物 829,161 繰 延 税 金 負 債 7,108
機 械 装 置 及 び 運 搬 具 61,807 退 職 給 付 に 係 る 負 債 813,333
工 具、 器 具 及 び 備 品 115,956 そ の 他 の 引 当 金 22,286
土 地 1,389,919 そ の 他 992
リ ー ス 資 産 13,423 負 債 合 計 11,490,288
建 設 仮 勘 定 2,662 （純資産の部）
無 形 固 定 資 産 1,891,716 株 主 資 本 7,296,660
の れ ん 1,553,018 資 本 金 1,119,600
ソ フ ト ウ エ ア 252,076 資 本 剰 余 金 103,909
そ の 他 86,620 利 益 剰 余 金 6,109,335
投 資 そ の 他 の 資 産 825,091 自 己 株 式 △36,184
投 資 有 価 証 券 450,601 その他の包括利益累計額 1,031,526
長 期 貸 付 金 28,639 その他有価証券評価差額金 269,394
繰 延 税 金 資 産 93,293 為 替 換 算 調 整 勘 定 853,568
退 職 給 付 に 係 る 資 産 185,003 退職給付に係る調整累計額 △91,436
そ の 他 82,053
貸 倒 引 当 金 △14,500 純 資 産 合 計 8,328,186
資 産 合 計 19,818,474 負 債 純 資 産 合 計 19,818,474
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連結損益計算書
（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

（単位：千円）
　

科 目 金 額
売 上 高 23,366,987
売 上 原 価 17,659,256
売 上 総 利 益 5,707,730
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,665,243
営 業 利 益 1,042,487
営 業 外 収 益
受 取 利 息 2,475
受 取 配 当 金 9,674
受 取 賃 貸 料 6,183
受 取 手 数 料 17,000
還 付 消 費 税 等 11,374
そ の 他 10,255 56,964
営 業 外 費 用
支 払 利 息 46,148
為 替 差 損 29,932
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 14,500
そ の 他 の 引 当 金 繰 入 額 13,500
そ の 他 1,529 105,610
経 常 利 益 993,840
特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 87
関 係 会 社 清 算 益 27,641 27,728
特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 1,335 1,335
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 1,020,233
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 334,653
法 人 税 等 調 整 額 △37,049 297,603
当 期 純 利 益 722,630
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 ―
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 722,630
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連結株主資本等変動計算書
（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

（単位：千円）
　

株 主 資 本
資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 1,119,600 103,909 5,518,698 △216 6,741,992
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △131,993 △131,993
親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益 722,630 722,630

自 己 株 式 の 取 得 △35,968 △35,968

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）
当 期 変 動 額 合 計 ― ― 590,636 △35,968 554,667
当 期 末 残 高 1,119,600 103,909 6,109,335 △36,184 7,296,660
　

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
非 支 配
株 主 持 分

純 資 産
合 計

そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

繰 延
ヘ ッ ジ
損 益

為 替 換 算
調 整 勘 定

退 職 給 付
に 係 る
調整累計額

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

当 期 首 残 高 243,184 ― 1,022,543 △230,425 1,035,302 ― 7,777,294
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △131,993
親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益 722,630

自 己 株 式 の 取 得 △35,968

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 26,210 △168,975 138,989 △3,776 △3,776

当 期 変 動 額 合 計 26,210 ― △168,975 138,989 △3,776 ― 550,891
当 期 末 残 高 269,394 ― 853,568 △91,436 1,031,526 ― 8,328,186
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貸 借 対 照 表
（平成29年３月31日現在）

（単位：千円）
　

科 目 金 額 科 目 金 額
（資産の部） （負債の部）

流 動 資 産 11,461,288 流 動 負 債 6,432,520
現 金 及 び 預 金 2,719,743 支 払 手 形 1,175,150
受 取 手 形 177,309 買 掛 金 2,360,474
電 子 記 録 債 権 916,548 短 期 借 入 金 1,250,000
売 掛 金 3,335,892 １年内返済予定の長期借入金 460,000
商 品 及 び 製 品 1,519,055 リ ー ス 債 務 13,093
仕 掛 品 1,096,816 未 払 金 270,444
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 1,347,543 未 払 費 用 424,354
前 払 費 用 40,186 未 払 法 人 税 等 168,085
繰 延 税 金 資 産 201,602 未 払 消 費 税 等 166,115
関 係 会 社 短 期 貸 付 金 91,407 前 受 金 133,627
未 収 入 金 13,009 預 り 金 11,175
そ の 他 2,173 固 定 負 債 4,211,222

固 定 資 産 7,182,465 長 期 借 入 金 3,410,000
有 形 固 定 資 産 2,332,859 退 職 給 付 引 当 金 778,421
建 物 788,678 そ の 他 の 引 当 金 22,286
構 築 物 17,014 リ ー ス 債 務 514
機 械 及 び 装 置 46,778 負 債 合 計 10,643,743
工 具、 器 具 及 び 備 品 75,871 （純資産の部）
土 地 1,389,919 株 主 資 本 7,730,615
リ ー ス 資 産 13,423 資 本 金 1,119,600
建 設 仮 勘 定 1,173 資 本 剰 余 金 669,600
無 形 固 定 資 産 331,149 資 本 準 備 金 669,600
商 標 権 608 利 益 剰 余 金 5,977,600
ソ フ ト ウ ェ ア 244,528 利 益 準 備 金 112,500
そ の 他 86,012 そ の 他 利 益 剰 余 金 5,865,100
投 資 そ の 他 の 資 産 4,518,456 繰 越 利 益 剰 余 金 5,865,100
投 資 有 価 証 券 450,601 自 己 株 式 △36,184
関 係 会 社 株 式 3,498,173 評 価 ・ 換 算 差 額 等 269,394
関 係 会 社 出 資 金 149,844 その他有価証券評価差額金 269,394
長 期 貸 付 金 28,639
前 払 年 金 費 用 281,806
繰 延 税 金 資 産 51,260
そ の 他 72,630
貸 倒 引 当 金 △14,500 純 資 産 合 計 8,000,010
資 産 合 計 18,643,753 負 債 純 資 産 合 計 18,643,753
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損 益 計 算 書
（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

（単位：千円）
　

科 目 金 額
売 上 高 16,917,787
売 上 原 価 12,640,586
売 上 総 利 益 4,277,200
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,490,701
営 業 利 益 786,499
営 業 外 収 益
受 取 利 息 3,020
受 取 配 当 金 60,200
受 取 賃 貸 料 14,078
そ の 他 5,762 83,061
営 業 外 費 用
支 払 利 息 46,120
貸 倒 引 当 金 繰 入 14,500
そ の 他 の 引 当 金 繰 入 額 13,500
為 替 差 損 21,632
そ の 他 141 95,895
経 常 利 益 773,665
特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 1,225
関 係 会 社 清 算 損 6,203 7,428
税 引 前 当 期 純 利 益 766,236
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 247,990
法 人 税 等 調 整 額 △33,118 214,871
当 期 純 利 益 551,364
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株主資本等変動計算書
（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

（単位：千円）
　

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資 本
準 備 金

資 本
剰 余 金
合 計

利 益
準 備 金

そ の 他
利益剰余金 利 益

剰 余 金
合 計繰 越 利 益

剰 余 金
当 期 首 残 高 1,119,600 669,600 669,600 112,500 5,445,729 5,558,229
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △131,993 △131,993
当 期 純 利 益 551,364 551,364
自己株式の取得
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）
当 期 変 動 額 合 計 ― ― ― ― 419,370 419,370
当 期 末 残 高 1,119,600 669,600 669,600 112,500 5,865,100 5,977,600
　

株 主 資 本 評 価 ・ 換 算 差 額 等
純資産合計自 己 株 式 株 主 資 本

合 計
そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

繰 延
ヘ ッ ジ
損 益

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 △216 7,347,213 243,184 ― 243,184 7,590,398
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △131,993 △131,993
当 期 純 利 益 551,364 551,364
自己株式の取得 △35,968 △35,968 △35,968
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 26,210 26,210 26,210

当 期 変 動 額 合 計 △35,968 383,402 26,210 ― 26,210 409,612
当 期 末 残 高 △36,184 7,730,615 269,394 ― 269,394 8,000,010
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本
　

　

独立監査人の監査報告書
平成29年５月17日

株式会社コンテック
取 締 役 会 御中

ＰｗＣあらた有限責任監査法人
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 大野 功 ㊞
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 高濱 滋 ㊞

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社コンテックの平成28年４
月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対
照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して
連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制
を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書
類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に
重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、こ
れに基づき監査を実施することを求めている。
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監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が
実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重
要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有
効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際し
て、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関
連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法
並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討
することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業
会計の基準に準拠して、株式会社コンテック及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計
算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利
害関係はない。

以 上
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会計監査人の監査報告書 謄本
　

　

独立監査人の監査報告書
平成29年５月17日

株式会社コンテック
取 締 役 会 御中

ＰｗＣあらた有限責任監査法人
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 大野 功 ㊞
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 高濱 滋 ㊞

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社コンテックの平成28
年４月１日から平成29年３月31日までの第42期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、
損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行っ
た。

計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計
算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬によ
る重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が
必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及び
その附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公
正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書
類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、
監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
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監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手す
るための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計
算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。
監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類
及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、
経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も
含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と
認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産
及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利
害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書 謄本
　

監 査 報 告 書
　当監査役会は、平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第42期事業年度の取締役の
職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を
作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果

について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について
報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等
に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人、親会社の監査役等と意思疎通を図り、
情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。

① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況につ
いて報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要
な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、
子会社の取締役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報
告を受けました。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す
るための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保する
ために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に
関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システ
ム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告
を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証
するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて
説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保す
るための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基
準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必
要に応じて説明を求めました。
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以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借
対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連
結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）
について検討いたしました。

２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示している
ものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は
認められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内
部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘
すべき事項は認められません。

④ 事業報告に記載されている親会社等との取引について、当該取引をするに当たり当社の
利益を害さないように留意した事項及び当該取引が当社の利益を害さないかどうかにつ
いての取締役会の判断及びその理由について、指摘すべき事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人PwCあらた有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
会計監査人PwCあらた有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成29年５月22日
株式会社コンテック 監査役会
常勤監査役 石川 秀樹 ㊞
社外監査役 藤島 博 ㊞
社外監査役 髙島 志郎 ㊞

　
以 上
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株主総会参考書類
　
議案及び参考事項
第１号議案 剰余金の処分の件
剰余金の処分につきましては、次のとおりといたしたいと存じます。
期末配当に関する事項
　当社は、株主の皆様への利益還元の充実を経営の重要課題と位置づけ、今後の業績見通
しを勘案し、長期的展望に立って将来の事業展開に見合った配当政策を行いたいと考えて
おります。
　第42期の期末配当につきましては、次のとおりといたしたいと存じます。

　
（１）配当財産の種類

金銭
（２）株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき 金10円
支払配当総額 65,996,290円

（３）剰余金の配当が効力を生じる日
平成29年６月23日（金曜日）
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第２号議案 取締役８名選任の件
本総会の終結の時をもって取締役全員（７名）が任期満了となります。つきましては、当社

経営陣の強化を図るため１名増員し、取締役８名の選任をお願いするものであります。
なお、各候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。取締役候補者は次のとおりで
あります。

１ 藤木　勝敏
ふ じ き か つ と し

再 任

生年月日 昭和27年４月３日生 所有する当社株式数 26,000株

略歴、地位、担当及び
重要な兼職の状況

昭和50年４月 大福機工株式会社（現 株式会社ダイフク）入社
平成14年４月 株式会社ダイフクFA&DA事業部 海外部長

大福自動化物流設備（上海）有限公司 総経理
平成20年４月 大福洗車設備（上海）有限公司 総経理
平成20年６月 株式会社ダイフク取締役就任 中国現法統括本部長
平成22年４月 株式会社ダイフク常務取締役就任

大福（中国）有限公司 董事長
平成23年４月 大福物流設備（中国）有限公司 董事長
平成23年６月 株式会社ダイフク 取締役常務執行役員就任
平成25年６月 当社代表取締役社長就任（現）
平成26年４月 当社社長執行役員（現）

選任の理由

株式会社ダイフクで長年の海外経験を有するとともに、当社代表取
締役としてリーダーシップを発揮し、国内外の販売体制強化及び事
業の構造改革に尽力してまいりました。こうした経験と実績を踏ま
え、引続き、取締役として適任と判断したため、候補者といたしま
した。

　

（注）藤木勝敏氏は、平成20年６月から同25年６月まで当社の親会社である株式会社ダイフクの取締役であ
りました。
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２ 藤井　貢
ふ じ い みつぎ

再 任

生年月日 昭和23年12月19日生 所有する当社株式数 25,000株

略歴、地位、担当及び
重要な兼職の状況

昭和42年４月 大福機工株式会社（現 株式会社ダイフク）入社
平成５年４月 大福工営株式会社（現 株式会社ダイフク）出向
平成12年６月 同社取締役就任
平成15年７月 株式会社ダイフクDTS事業部 管理統括部長
平成19年６月 当社常勤監査役就任
平成21年６月 当社取締役就任 管理統轄
平成22年４月 当社常務取締役就任
平成23年４月 当社管理・内部統制統轄
平成23年６月 当社取締役常務執行役員就任
平成24年４月 当社取締役専務執行役員就任（現）
平成29年４月 当社管理・内部統制担当（現）

選任の理由
財務及び会計に関する相当程度の知見を有しており、当社の健全な
財務体質の維持・強化に尽力してまいりました。こうした経験と実
績を踏まえ、引続き取締役として適任と判断したため、候補者とい
たしました。

　

３ 中尾　宏
な か お ひろし

再 任

生年月日 昭和35年４月１日生 所有する当社株式数 4,800株

略歴、地位、担当及び
重要な兼職の状況

昭和60年４月 株式会社ダイフク入社
平成３年４月 当社出向
平成19年４月 当社デバイス＆コンポーネント事業部 技術本部長
平成21年４月 当社デバイス＆コンポーネント事業部長
平成22年６月 当社取締役就任
平成23年４月 当社常務取締役就任 副事業統轄
平成23年６月 当社取締役常務執行役員就任（現）
平成24年４月 当社デバイス＆ソリューション事業部長
平成26年４月 当社技術統轄
平成29年４月 当社生産担当（現）

選任の理由
技術分野における豊富な業務経験を有するとともに、当社の製品開
発力強化に尽力してまいりました。技術・生産部門の連携を強化し
生産の構造改革を推進するために、引続き取締役として適任と判断
したため、候補者といたしました。
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４ 柴原　正治
し ば は ら し ょ う じ

再 任

生年月日 昭和34年11月27日生 所有する当社株式数 15,686株

略歴、地位、担当及び
重要な兼職の状況

昭和59年４月 大福機工株式会社（現 株式会社ダイフク）入社
昭和60年４月 株式会社パルテック（現 株式会社コンテック）出向
平成19年４月 当社ソリューション＆サービス事業部 営業部長
平成23年４月 当社ソリューション＆サービス事業部長
平成23年６月 当社執行役員
平成25年４月 当社営業本部長
平成25年６月 当社取締役執行役員就任
平成26年４月 当社営業統轄
平成27年４月 当社取締役常務執行役員就任（現）
平成29年４月 当社営業（グローバル営業含む）担当（現）

選任の理由
営業分野における豊富な業務経験を有するとともに、当社の国内外
の販売力強化に尽力してまいりました。こうした経験と実績を踏ま
え、引続き取締役として適任と判断したため、候補者といたしまし
た。

　

５ 島川　勝英
し ま か わ か つ ひ で

再 任

生年月日 昭和33年10月25日生 所有する当社株式数 4,200株

略歴、地位、担当及び
重要な兼職の状況

昭和56年４月 大福機工株式会社（現 株式会社ダイフク）入社
昭和58年４月 当社出向
平成21年４月 当社デバイス＆コンポーネント事業部 技術本部長
平成22年４月 株式会社コンテック・イーエムエス出向
平成22年６月 同社取締役就任
平成23年４月 同社代表取締役社長就任
平成23年６月 当社執行役員
平成24年６月 当社取締役執行役員就任
平成25年４月 当社生産・サービス統轄
平成27年４月 当社取締役常務執行役員就任（現）
平成29年４月 当社技術担当（現）

選任の理由
生産子会社で代表取締役を務めるなど、当社生産体制の強化に尽力
してまいりました。また、長年にわたって当社製品の開発に携わっ
てきたことから、当社の技術開発力を強化するために引続き取締役
として適任と判断したため、候補者といたしました。
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６ 清水　俊雄
し み ず と し お

新 任

生年月日 昭和31年４月10日生 所有する当社株式数 5,400株

略歴、地位、担当及び
重要な兼職の状況

昭和56年４月大福機工株式会社（現 株式会社ダイフク）入社
昭和61年４月株式会社パルテック（現 株式会社コンテック）出向
平成19年４月当社デバイス＆コンポーネント事業部 国内営業本部長
平成25年４月当社執行役員
平成27年４月当社常務執行役員就任（現）
平成29年４月営業本部長（現）

選任の理由
営業分野における豊富な業務経験を有しており、当社製品の販売に
精通しております。こうした経験と実績を踏まえ、当社販売体制の
強化に適任と判断したため、取締役候補者といたしました。

７ 山田　昌吾
や ま だ し ょ う ご

再 任 社外取締役 独 立 役 員

生年月日 昭和41年１月25日生 所有する当社株式数 1,000株

略歴、地位、担当及び
重要な兼職の状況

昭和63年４月 松下電器産業株式会社（現 パナソニック株式会社）入社
平成４年９月 青山監査法人入所
平成８年４月 公認会計士登録
平成17年８月 税理士登録
平成17年９月 税理士法人プライスウォーターハウスクーパース

（現 ＰｗＣ税理士法人）代表社員
平成25年７月 山田昌吾公認会計士税理士事務所設立
平成27年３月 東洋炭素株式会社 取締役就任（現）
平成27年６月 当社取締役就任（現）

選任の理由
公認会計士としての経験・識見が豊富であり、法令を含む企業社会
全体を踏まえた客観的視点で、独立性をもって経営の監視を遂行す
るのに適任であり、取締役会の透明性の向上及び監督機能の強化に
繋がるものと判断し、引続き社外取締役候補者といたしました。

　

（注）１．当社は山田昌吾氏との間で会社法第427条第１項の規定により、同法第423条第１項の賠償責任を
限定する責任限定契約を締結しており、同氏の再任が承認された場合は同契約を継続する予定であ
ります。

２．当社は、山田昌吾氏を株式会社東京証券取引所が定める独立役員として届け出ており、同氏の再任
が承認された場合は、独立役員の届出を継続する予定であります。

３．山田昌吾氏は、現在当社の社外取締役であり、その在任期間は本総会終結の時をもって２年となります。
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８ 小島　哲郎
こ じ ま て つ ろ う

再 任 社外取締役 独 立 役 員

生年月日 昭和25年10月８日生 所有する当社株式数 2,000株

略歴、地位、担当及び
重要な兼職の状況

昭和48年４月 三井不動産株式会社入社
平成11年４月 三井不動産販売株式会社（現 三井不動産リアルティ株式会社）

リハウス事業本部 営業第一部長
平成15年６月 同社取締役常務執行役員 リハウス営業本部長
平成17年４月 同社取締役専務執行役員 リハウス事業本部長
平成24年４月 三井不動産リアルティ株式会社

取締役専務執行役員 アセットコンサルティング営業本部長
平成26年１月 同社法人営業本部長
平成26年４月 同社顧問
平成27年３月 同社顧問退任
平成28年６月 当社取締役就任（現）

選任の理由
営業分野で豊富な経験と知識を有しており、当社の経営上の重要事
項につき客観的な視点で有効な助言をいただくことで、取締役会の
透明性の向上及び監督機能の強化に繋がるものと判断し、引続き社
外取締役候補者といたしました。

　

（注）１．当社は小島哲郎氏との間で会社法第427条第１項の規定により、同法第423条第１項の賠償責任を
限定する責任限定契約を締結しており、同氏の再任が承認された場合は同契約を継続する予定であ
ります。

２．当社は、小島哲郎氏を株式会社東京証券取引所が定める独立役員として届け出ており、同氏の再任
が承認された場合は、独立役員の届出を継続する予定であります。

３．小島哲郎氏は、現在当社の社外取締役であり、その在任期間は本総会終結の時をもって１年となり
ます。

以 上
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見やすく読みまちがえ
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道順

株主総会会場ご案内図
　

　

会 場 大阪市西淀川区姫里３丁目９番31号
株式会社コンテック本社 東館１階会議室
電話 06-6477-7461

交通機関 ＪＲ東西線
阪神電鉄本線

「御幣島駅」
「姫島駅」

11番出口より
出口より

徒歩７分
徒歩７分

〔お願い〕
ご来場の際は公共の交通機関をご利用ください。
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